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はじめに

基礎生物学研究所は昭和52年5月に創設され， 第7年

目にあたる本年の夏には研究所実験研究棟の残り½が

完成し， 初期計画による建築はすべて完了します。 研究

部門も本年度で13部門（うち客員部門6)すべてが設置

されました。 ここまでくるに当って各方面から寄せられ

ました温い御支援に対し， 桑原萬壽太郎前所長を中心に

創設にはげんできた所員一 同心から感謝しております。

本研究所の設置目的は生命の基本単位である細胞の構

造や機能を研究し， その基盤にたって発生， 行動， 外界

からの剌激に対する反応と制御， 生物時計など高次の生

命現象の機構を解明し， 生命現象の碁本的な諸原理を確

立することにあります。 その意図するところは， 物理学や化学の発展とそれに関連した技術開発の

進歩をふまえて， 生命現象を分子レベルで理解し， 応用的な諸研究の碁礎を与えることにあります。

碁礎的研究の格段の発展なくして画期的な応用の開花は不可能であり， 我が国の科学全般につい

ても現在もっとも強く望まれていることはこうした基礎的研究の推進であります。

共同利用の研究所として， 地理的にも日本の中心にあり交通の便にもめぐまれていますので， 全

国の研究者と共同して研究所のすぐれた設備を利用し活発な研究活動をさらに展開しつづけること

を願っております。 研究会やシンポジウムの開催により新しい研究の方向を国際的に開拓し， また

若手研究者の本研究所利用により高度の研究者養成をさらに発展させたいと考えます。 また受託大

学院制度の活用は本研究所に若い息吹をふきこむと同時に各大学・研究所との間の研究連絡に太い

パイプを設置するものであります。 つまりは， 高度の生物科学の研究に徹する開かれた研究所とし

ての使命を果たすことが本研究所の任務であります。

本年4月から桑原前所長の勇退にともない金谷晴夫が所長に就任し， 所員 一同力をあわせて研究

所のこうした目的遂行のため努力をはらっています。 関係者のみなさまの 一 層の御支援をおねがい

するものです。

碁礎生物学研究所長

金 谷 晴 夫























② 細胞周期の研究

細胞分裂周期の各期における蛋白質・核酸の生合成， 分裂促進及び抑制物質の作用時期， 作

用機構等を研究する。

細胞情報研究部門（客員研究部門）

本研究部門では細胞の外界への適応や応答の現象に焦点をあてて， ホルモンや神経伝逹物質， 生

長促進因子など， 多種に及ふ情報物質の作用機構を明らかにすることを目指している。 ことに細胞

膜における情報の受容機構， 蛋白質リン酸化反応やリパ ー ゼ， フ
゜

ロテア ー ゼなどを介する情報の増

幅， 伝達機構形態や機能の調節機構を解析している。

細胞融合研究部門（客員研究部門）

細胞融合及び細胞融合法による核と細胞質との関係の解明に関する研究を行う。

HVJウイルスの作 用で細 胞が融合する機 構を解明する。またこの方法を用いて人為的に新しい細

胞を作ることにより， 核と細胞質が機能的にどう 関係しているかを研究する。

発生生物学研究系

生物個体の発生は複雑で多様な素過程に支配されている。 本研究系は， これら各素過程を洗い出

し， その機構を分子レベルの言葉で記述しようとする。

生殖研究部門

① 配偶子（卵や精子）の形成 ・ 放出の機構を分子レベルで解明することを主眼とし， 卵成熟や

排卵のホルモン機構に関して， 超微小形態変化を追いながら， これに伴う生化学的変化につい

て解析的研究を行う。

② 卵及び精子の受精における行動 ・ 変化を， 形態学的•生化学的 ・ 生理学的に追求し， 多細胞

動物における生殖の基礎的知見を確実に捉え， 生殖生物学の応用的諸研究の基礎を与える。

細胞分化研究部門

細胞の機能分化に際して生ずる変化を，分子レベルで理解することを目的とする。当面．遺伝子情

報発現の調節機構の解析に焦点を絞って研究を進める。 一つの手段として， 分化形質に関連した遺

伝子並びに細胞の機能維持に必要な遺伝子などを遺伝子操作技術により単離し， 構造解析を行った

のち， それらのミュ ー タント遺伝子を人工的に調製して， これらの遺伝子の転写調節を追求する等

の方策により， 情報発現の調節様式に探りを入れる。

形態形成研究部門

多細胞生物個体の構築機構に関して研究するもので， 種々のミュ ー タントやキメラ個体などを手

段として用いることにより， 生物個体がどのようにして作られるかを細胞および物質のレベルで解

析する。 また， 細胞の運動性や集合性など多細胞形態の構築過程における細胞群の行動を支配する
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培養育成研究施設

大型育成施設及び計測機器等を総括的に管理運営し， 研究能率の向上を図ることを目的とし， 次

の4室1圃場で構成されている。

細胞器官培養 室..••••種々の物理的（光・温度）， 化学的（培養液の組成）環 境条件のもと

で， 単細胞生物から多細胞生物までの細胞・組織・器官等を均ー系と

して培養する。

人 工 気 象 室 ・・・ …実験植物及び動物を， 光・温度・湿度を厳密に制御した条件下で培養

育成する。他方，これらの環境 、ングナル に対する生体の応答を調査する。

大型スペクトログラフ室 · · 9 ・・・(1)各種光生物学現象の作用スペクトルの大型分光照射設備（大型スペク

トログラフ）による測定及び解析 (2)単細胞生物の光走性の機構の研究

実 験 圃 場 ・・9
• 実験室で育成できない多量の動・植物実験材料の栽培・飼育及び特殊

飼料の生産を行う。

電 子 計 算 機 室...…DEC社製VAX-11/780計算機を中心とした実験デ ー タ解析用ヽンス

テムであり， 汎用時系列解析のためのソフトウェアパッケ ー ジを有する。

また， 研究所の各階に端末が配置されている。

アイ‘ノト ー プ実験施設

アイソト ー プ実験施設はアイソト ー プセンタ ー ， 碁礎生物学研究所分室及び生理学研究所分室か

らなっている。 アイソト ー プセンタ ー では， 生物を対象とした分子レベルの研究のため
22

Na, 1
2

s I,
32 P

, 3H, 1
4

C 等の放射性同位元素を使用する実験を行う。 また， 当実験施設の基礎生物学研究所

分室及び生理学研究所分室においては低エネルギ ー レベルの放射性同位元素 (
32

p, 3H 及び
14

c)

を使用する実験を行う。

なお， 基礎生物学研究所のアイソト ー フ
゜
実験施設と， 生理学研究所の動物実験施設は， それぞれ

両研究所の共通研究施設となっている。
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特 別 研 究

研究所で常時行われている基礎的研究を基盤として， 国際的に見ても重要かつ緊急に進展させる

必要のある基礎生物学のフ
゜

ロジェクトについて， 所内外の研究者が一体となって特別研究を行って

いる。 この特別研究では， 基礎生物学研究所の個々の部門の枠を越えたプロジェクトについて各専

門的研究者の特質を投入し， 集中的に研究を進めるとともに， 所内外のほか， 外国からも研究者を

招いて研究集会等を開催し， 進路を見極めつつ研究が推進される。

特別研究は， 最近国際的に急激に発展する基盤が整い緊急に取り組むべき課題である。 課題こと

に数名の外国人研究者を招へいして国際研究集会を開催し， これらの研究を格段に推進する。

細胞運動の機構に関する研究（昭和57年度完了）

細胞運動（原形質流動， アメ ー バ運動， 繊毛・鞭毛運動， 細胞分裂等）の機構に関する研究は，

基礎生物学の分野において基幹となる重要な問題であり， わが国における研究者の層も厚い。 本研

究は， 細胞運動に直接関連した構造蛋白質や調節蛋白質の性格づけ並びにそれらの細胞内における

局在， 運動とATP, 2価カチオン等との関係， 各種細胞運動とそれらの調節機構との分子レベル

における特異性と共通性を明らかにし， 細胞運動全般にわたる理解を深めることを目的とした。

昭和57年度においても， この分野の問題点と具体的な研究計画を討議するため国際研究集会を開

催した。 その結果， この分野の研究が特に進んでいる我が国， 米国， 西ドイツの研究者の間で白熱

した議論が展開され， 相互の研究の理解が深められるとともに， 今後の研究の発展のためにも非常

に有益なものとなった。 また， 各種の収縮系タンパク質素材から再構成した運動モデル， あるいば

逆に細胞の脱膜モデルを開発し， 生きた運動系との比較研究を進めた。 更には生きた細胞そのもの

に， マイクロマ ニヒ° ュレ ー ターを用いて蛍光ラベルしたタンパク質などを顕微注入し， 収縮構造の

形成過程を直接肉眼で観察する試みもおこなわれ， かなりの成功をおさめた。

発生における細胞の特殊化の機構に関する研究

細胞の特殊化は， 本質的には内在的因子としての遺伝子の作用発現の結果であるか， 遺伝子作用

の発現過程に及ばす細胞内外の環境的要因（光・温度・ホルモンその他の生理活性物質など）さら

に， 時間的制御なども重要である。 本研究では． 細胞の特殊化におけるこのような内的・外的決定

因子の作用機構の実体， その相互のかかわりあいについて細胞生物学， 生化学， 遺伝子工学． 発生

工学などの諸手法を駆使して解明することを目的としている。

本研究は5か年にわたって行うものであるが， 昭和58年度（第二年度）には，特殊化した細胞の機

能発現に関する国際研究集会を開催し， 一方において， 各種遺伝子のクロー ン化， 構造解析， 遺伝

子の試験管内改変， 遺伝子の機能検定などの研究を行う。
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の単クロ ー ン性抗体を得ることができたので今後， ダイニンの分布や機能を顕微注入により調べる

ことが可能になった。

2. 細胞質分裂の機構の研究

細胞質分裂は収縮環を形成するアクチン繊維とミオシン ATPase の相互作用によっておこると考

えている。 今年度は収縮環の形成機構を解明するため， ウニ卵から得られたいくつかのアクチン調

節タンパク質とアクチンの相互作用をin vitroで調べた。その結果， 2種のアクチン脱重合タンパ

ク質と］種の繊維端結合タンパク質の性質が明らかになった。 また， 分裂中のウニ卵をサポニンを

含む液で処理して脱膜細胞（細胞 モデル）を作ったところ， ATPの添加によって分裂溝の進行が

見られた。

3. 受精時の卵前核の移動の研究

ウニ卵が受精すると， 卵前核は精子星状体に向かって移動し， また星状体の中心は卵の中央に移

動する。 1 と同様， コ ルセミド海水中での紫外線照射実験により， これらの移動は微小管によって

ひきおこされていることが確かめられた。

細胞情報研究部門（客員研究部門）

本研究部門では最近ホルモン， 神経伝

達物質． 各種の細胞情報の受容伝達に関

する新たな機構を見出した。 この機構は

約20余年前発見されたサイクリ ッ ク AMP

を介する機構に並ぶ第2の情報受容機構

をなすものであり． 細胞膜リン脂質の動

的代謝と共役し， かつカルシウムを必須

因子としている。 カテ コ ラミン((i作用）

やある種のペプチドホルモン等の生理活

性物質はサイクリ ッ ク AMP を細胞内作用

ン●●＾万＇
、：、 虞•

3→ 

叫
I

生体の微量成分の分析に威力を発揮する高速液体
クロマトグラフィ ー

伝達物質としてその多彩な生理作用を発揮しており， この際， サイクリ ッ クAMP に よって選択的

に活性化される特定の蛋白質リン酸化酵素が中心的役割を果していることがすでにあきらかにさ

れている。 これに対して， アセチルコリンやカテコラミン(a作用），数多くの消化管ホルモン等の

ペプチドホルモン， 細胞生長促進因子等， 今一群の外界情報の作用にはサイクリ ッ クAMPは関係が

なく， カルシウムが重視されていたか， その詳細は不明であった。 今回本研究部門が解明し得た機

構では外界からのシグナルがそれぞれの標的細胞の生体膜イノントールリン脂質を分解し， ここに

生成するジグリセリドか作用伝達物質としてその後の生体反応の引き金を引いている 。 すなわち，

生成した微量のジグリセリ．ドかカルシウム及び生体膜を構成する他のリン脂質と協調して新たな今

一つの蛋白質リン酸化酵索を活性化し， この酵素の働きを介してこれら一群の外界からの情報か細
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制御機構研究系

感覚情報処理研究部門

1968年に開始した アメリカナマズの網膜の機能構造学を昨年も継続して行った。 研究は次の3

分野に重点をおいた。

1. 網膜内シナプスの 同定••••••機能上から同定した細胞を光顧により同定し． 続いて電額により そ

の細胞の作 るシナプスを追求した。

2. 網膜内細胞間の信号伝達・・・・・・ 2個の細胞に 電極を挿入し． 1つの細胞に信号（正規分布型ラン

ダム 入カ・白色雑音）を加印し， それにより引き起された反応を他の細胞より記録した。 この 入

力と出力との 間の相関関数（ウイナー 核）を計算し． それにより． 信号伝達様式を同定した。

この解析からアメリカナマズ網膜内の各神経回路に は特有の非線形要素が あることが判明した。

この研究は桜永昌徳氏（日本医大）との協力で行われた。

3. 網膜細胞の時空的ランダム入力に対す

る反応······時空間ランダムノイズ（放送

していないテレビの画面）に対する各種

細胞の反応を記録し． 写真法により入力

と出力の相関を作った。 この相関は（線

形）時空間受容野である。また， ランダム

入力光のパラメ ー タを変化さ せることに

より． 細胞の光情報処理機構の解析を行

った。 さらにカメ及びウグイ網膜細胞の 一

受容野との比較検討を行った。

計時機構研究部門

1. アカパンカビを用いた生物時計の分子機構分析

細胞内に白色雑音電流を流入して網膜
内信号伝達機構を解析する実験

生物時計には， エ ネルギ ーを要求する位相とそうでない位相が明確に存在し， 後者の相では生体内

のATP含量を殆ど零にしても，正常に進行することが分った。 またこの相は光に 対しては最も感受

性が高く，短時間の 光照射でその位相が大きく 変わ る。この事実：は従来考えられている生物時計のモ

デルでは証明 が著しく困難であり， 何らかの新しいモデルを作らなければならないことが分った。

2. ウキクサのK
十

吸収リズムの解析

ウキクサの時計もアカパンカビの それと同じくDN P, アジド等の 呼吸阻害剤のパルス投与で特

異的に狂わされる事が判明した。 しかし， これ等による位相変位量は必ずしも呼吸量の 低下とは対

応せず ， これらの薬物 は， エ ネルギ ー レペルを低下させることによるの ではなく， より直接に時計
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実験から， 単純な視覚パタ ー ンの弁別に視細胞そのものが関与していることを明らかにし， さらに

形態視に関与する神経構築像を明らかにしようとしている。

ショウジョウパエ吻伸展反射異常突然変異体， 左：aperB変異体， 右：野性型

2. 昆虫運動制御系の神経回路レベルでの研究

1個の運動神経細胞は複数の運動出力に動員されるが， 運動出力ごとにその組合せのメンバ ー は

異なっている。 この神経機構をコオロギ末端神経節で調べ， 感覚神経細胞から運動神経細胞への多

重な回路の存在と， これらの結合の支配様式とを明らかにした。

3. ショウジョウバエの味覚受容機構・摂食行動の行動遺伝的解析

すでに遺伝子座を決定し， トレハロ ー ス味覚感度に対する遺伝子量効果が証明されたTre遺伝子

について， 欠失染色体を利用して， 多数の低感度突然変異体を分離し対立遺伝子間の相互作用を明

らかにした。 昨年度から， 摂食行動の神経機構を解明するために， 吻伸展反射に異常をもつ神経系

突然変異 体のスクリ ー ニングを開始し，X染色体上の3つの遺伝子座に属する吻伸展反射異常突然

変異体， また， 他の運動異常突然変異体を分離同定した。
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培養育成研究施設

細胞器官培養室

動物細胞の培養設備が一部完成。 遺伝

子組換え実験室がp 3レベルのものとし

て完全になった。 現在， 大腸菌を宿主と

する組換え実験， ウイ｝レスの分離及び動

物細胞への遺伝子導入など， p 3レベル

の実験に使用している。

人工気象室

既設の各実験室の整備 は完成し， 各種

実験に使用されている。

電子計算機室

VAX-11/ 780全景
外部記憶（ディスク）装置（左）， オペレ ー ターズ・コンソ ー

ル， 生体画像入力用顕微鏡（中央）， 図形表示端末（右端）等

主計算機であるDEC社製VAX-11|780及びそれに附属するSD社製画像処理装置及びFPS社

製アレイプロセッサ等が稼動している。 また． 時系列デ ー タ解析用ソフトウ ェ アパッケ ー ジも完備

している。

実験圃場

圃場は本年完成し， 温室． 農場及び野外水槽を有する。

大型スペクトログラフ室

昭和57年度は公募による共同

利用実験の第2年度に入り．

①光感覚・光運動反応 ②物質

代謝の光による制御及び光エネ

ルギ ー 変換 ③個体発生と生殖

の光制御 の3テ ー マに関し．

採択された約20件の実験計画を

遂行した。 58年度もほぼ前年と

同数の実験計画が進行中であ

る 。

ペクトルの測定
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基礎生物学研究所コンファレンス

特別研究を推進するため当該研究分野の現状分析や研究計画を討議する国際研究集会を， 基礎生

物学研究所コン フ ァ レン スと称して， それぞれの特別研究について毎年1回開催している。

第10回基礎生物学研究所コンファレンスは「発生における細胞特殊化の分子機構（その1)」と題

して，昭和57年12月20日 ～22日に開催された。この分野1とおいて活発な研究活動を行っている外国人

研究者3 名のほか， わが国の専門家46名（所外33名， 所内13名）か参加し， 国際研究集会として充

実した討議が行われた。

《プログラム》

THE TENTH NIBB CONEFERENCE 

MOLECULAR MECHANISMS OF CELL SPECIALIZATION 
IN DEVELOPMENT (I) 

December 20 - 22, 1982 

Masutaro Kuwabara (Director General, NIBB): Welcoming address 
Yoshiaki Suzuki (NIBB) : Business and Introduction 

l. N. Kitamura, H. Nawa, T. Hirose, M. Asai, S. Inayama and S. Nakanishi (Kyoto Univ.
& Keio Univ.) : Primary structures of bovine liver low-molecular-weight kininogen pre­
cursors and their two mRNAs.

2. R. A. Fravell (Natl. Inst. Med. Res. & Biogen) : Structure and expression of globin and 
H-2 genes 

3. K. Saigo (Kyushu Univ.) : Origin of Copia-like movable genetic elements in Drosophila
melanogaster

4. T. Honjo (Osaka Univ.): Human immunoglobulin epsilon pseudogenes
5. H. Yamagishi, T. Kunisada, Y. Iwadura, Y. Nishimune, Y. Ogiso and A. Matsushiro (Kyoto

Univ. & Osaka Univ.) : Emergence of the extrachromosomal circular DNA complexes
as one of the earliest signals of cellular differentiation in the early development of mouse
embryo

6. K. Shiokawa, H. Kobayashi, N. Furuno, K. Miyagara, K. Nomura and K. Yamana(Kyushu
Univ.) : Studies on the regulative mechanisms of ribosomal RNA synthesis during embry­
ogenesis of Xenopus laevis

7. R. H. Reeder, S. Busby, M. Dunaway, B. Sollner-Webb and J. Wilkinson (Hutchinson Can­
cer Research Center & Johns Hopkins Medical School) : Regulation of ribosomal gene
transcription in Xenopus
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8. M. Muramatsu, Y. Mishima, I. Financsek, 0. Yamamoto, M. Nagamine, N. Takakusa, P.

Rubtsov and R. Kominami (Cancer Inst.) : Structure and function of mammalian ribosomal

RNA genes

9. H. Hori and S. Osawa(Nagoya Univ.): The molecular phylogeny

10. H. Kondo and T. S. Okada (Kyoto Univ.) : Tissue-specificity in the expression of a cloned

chick crystallin gene in mouse cells

11. T. Kohwi-Shigimatsu and H. Weintraub (Hutchinson Cancer Research Center) : Chemical

detection of altered conformation in supercoiled plasmid DNA and in chromatin

12. Y. Suzuki, M. Tsuda, K. Tokunaga, Y. Tsujimoto, S. Hirose, E. Ishikawa and S. Takahata

(NIBB) : Transcription signals of the fibroin gene dissected by cell-free systems and a cul­

tured cell system

13. S. Hirose, K. Takeuchi and Y. Suzuk1(NIBB) : Promoter sequence of the fibroin gene

analyzed by single-base substitution mutants

14. T. Taniguchi, S. Ohno, T. Fujita, T. Kuga, Y. Higashi, S. Itoh and C. Takaoka (Cancer

Inst.) : Structure and expression of interferon genes

15. Y. Ohshima (Tsukuba Univ.): Structure and expression of snRNA genes

16. K. Oda (Univ. Tokyo) : Hyperproduction of adenovirus type 12 transforming gene prod­

ucts using an SV40 vector

17. K. Fujinaga (Sapporo Medical College) : Organization, integration, and transcription of

oncogenic human adenovirus transforming genes

18. Y. lkawa, N. Sagata, N. Imai, T. Matsugi and H. Amanuma (Cancer Inst. & Inst. Phys.

Chem. Research) : Pathogenesis of Friend virus-induced leukemia in mice

19. A. Ishihama (Kyoto Univ.) : Multiple functions of DNA and RNA polymerases from RNA

animal viruses

20. F. Imamoto (Inst. Phys. Che. Research): NusA and nusB structure and function of two
genes that regulate E. coli transcription

Y. Suzuki(NIBB) : Closing remarks
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第11回基礎生物学研究所コンファレンスは「細胞運動の機構（その5）」と姻して，昭和58年3月

14日 ～ 16日に開催された。各種の細胞運動に関する第一線の外国人研究者6名のほか，わか国の専門

家70名（所外52名， 所内18名）か参加し， 国際研究集会として充実した研究成果の発表と有益な討

論が行われた。

《プログラム》

THE ELEVENTH NIBB CONFERENCE 

MECHANISM OF CELL MOVEMENT (V) 
March 14 - 16, 1983 

Masutaro Kuwabara (Director General, NIBB) : Welcome address 
Yukio Hiramoto (NIBB and Tokyo Inst. of Tech.): Business and Introduction 

1. K. Kuroda and E. Manabe (Osaka Univ.): Cytoplasmic streaming in Caulerpa.
2. R. Nagai and S. Fukui (Osaka Univ.) : Cytoplasmic streaming in A ce tabular ia.
3. Y. Yoshimoto (NIBB): ATP-and Calcium-controlled contraction in a saponin model

of Physarum plasmodium.
4. T. Shimmen (Univ. of Tokyo), Y. Torninaga (St. Agnes Jr. Coll.) and M. Tazawa (Univ.

of Tokyo) : Studies on cytoplasmic streaming in cell models of Characeae.
5. K. Takahashi (Hokkaido Univ.) : Morphological aspects of thiophosphorylated and de­

phosphorylated rnyosin molecules from the plasm odium of Physarum poly cephalum.
6. S. Hatano, H. Sugino and K. Ozaki (Nagoya Univ.) : Effects of fragmin and profilin on

actin polymerization. 
7. K. E. Wohlfarth-Bottermann (Universitat Bonn) : Contractile and structural reactions

to impedients of energy metabolism in Physarum poly cephalum.
8. N. Kamiya (NIBB) : Motility characteristics of the myxomycete plasm odium. 
9. Y. Hirarnoto (NIBB and Tokyo Inst. of Tech.) : Analysis of pronuclear migration and

chromosome movement in sea urchin eggs by local application of Colcemid.
10. Y. Hamaguchi (Tokyo Inst. of Tech.) and S. Inoue (Marine Biol. Lab. Woods Hole) : Re­

versible anchorage of the mitotic apparatus to the cell surface.
1 1. H. Sato and T. Kato (Sugashima Marine Biol. Lab., Nagoya Univ.) : Differential effect

of mitotic arresters for the spindle assembly and chromosome movement. 
12. K. Izutsu (Mie Univ.) : Microtubular organization and distribution of dynein in mitotic

spindles of animal cells.
13. M. Yano and Y. Yamamoto (Univ. of Tokyo) : Actomyosin motor made of active fragments

of myosin and F-actin from rabbit skeletal muscle.
14. I. Mabuchi (NIBB and Univ. of Tokyo) and H. Hosoya (Univ. of Toky): Actin modulating

proteins in echinoderm eggs.
15. K. Fuj iwara (Harvard Medical School) : Cell Biology of the stress fiber in situ.
16. L. G. Tilney (University of Pennsylvania) : How actin filaments pack into bundles and

what this tells us about hearing

17. Sachiko Tsukita, Shoichiro Tsukita and H. Ishikawa (Univ. of Tokyo) : Bidirectional poly-
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切）村 山 肇 子（関東学院大・エ）

アカパンカビの種々の選択可能な遺伝子のクロ ー ニング

(28)竹 市 雅 俊（京大・理）

細胞接着分子遺伝子のクロ ー ニング

(29)井 上 弘 ー（埼玉大・理）

アカパンカビの減数分裂変異株のDNA修復に関する研究

(30)山 口 恒 夫・酒 井 正 樹（岡山大・理）

コオロギにおける交尾行動の神経機構

(31) 日 地 康 武•井 元 敏 明・山 田 博 子（鳥取大・医）

甘味受容タンパク質の生化学的研究

(32)重 松 征 史（電総研）

白色雑音解析による網膜細胞の感度の研究

(33)嶋 田 郎（東北大・養）

ショウジョウバエの味覚突然変異体による味受容サイト物質の同定

(34)布 山 喜 章（都立大・理）

ショウジョウバエの求愛行動の解析

(3.5)藤 義 博（九大・理）

ハエ視葉におけるニュ ー ロン結合の電子顕微鏡学的検索

（扮）根 岸 晃 六（金沢大・医）

魚類網膜の水平細胞膜電位および特性に及ばすド ー パミンの影響

聞 中 村 正 郎（福井大・エ）

神経細胞の形態分類

(38)佐 藤 俊 輔（阪大・基礎工）

視覚神経系のWiener解析

囲）桜 永 昌 徳（日本医科大）

ナマズ網膜神経細胞間の信号伝達

(40)山 本 雅 敏（国立遣伝研）

ショウジョウバエ摂食行動のモザイク解析

(41)塚 田 稔（玉川大・エ）

視覚神経系の時空間情報処理機能に関するシステム論的解析

(42)久 田 光 彦（北大・理）

ショウジョウバエ摂食行動突然変異系統の分離
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く所長招へい＞

(1) Arthur H. Whiteley（ワシントン大）

ウニ卵の発生における棗白合成

(2) 塚 原 保 夫（東北大 ・ 応用情報研究センタ ー ）

昆虫視覚受容の分子機構

(3)竹 内 郁 夫（京大 ・ 理）

細胞生理学研究法の検討

(4) W. W. Dickhoff（ワシントン大）

魚類の生殖に関する研究

(5) R. L. Chappell （ニュ ー ヨ ー ク市立大）

カメ網膜における感覚情報処理

(6) Paul Witkovsky（ニュ ー ヨ ー ク大）

脊椎動物網膜内情報処理

(7) Gordon Fain （カリフォルニア大）

脊椎動物網膜内情報処理

(81 David R. Copenhagen （カリフォルニア大）

カメ視細胞の非線形解析

(91 Howard A. Bern（カリフォルニア大）

(10) David Epel

卵成熟のホルモン調節機構に関する研究

（スタンフォ ード 大）

棘皮動物の受精機構

(11) Stuart Clarkson (ジュネ ー プ大・医）

Transcription, initiation and termination of Xenopus tRNA gene 

(12) 森 田 之 大（浜松医科大）

動物行動の諸問題
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＜研 究 会＞

(1) 行動と光受容

提案代表者：中 研 ー （基生研）

(2) 細胞周期とオルガネラ

提案代表者：黒 岩 常 祥（基生研）

13) 植物細胞に対する免疫学的方法の適用における諸問題

提案代表者：古 谷 雅 樹（基生研， 東大 ・ 理）

(4) 細胞分裂制御の諸問顛

提案代表者：金 谷 晴 夫（基生研）

(5) 光合成エネルギ ー 変換系の構造的特徴と膜機能

提案代表者：藤 田 善 彦（碁生研）

(6) 第6回大型スペクトログラフ研究会

提案代表者：中 研 ー （碁生研）

く大型スペクトログラフ共同利用実験＞

(1)辻 本 和 雄（電通大）

光受容膜中におけるクロモフォアの光化学的挙動に関する研究

(2)吉 川 信 也（甲南大 ・ 理）・加 藤 勝（大阪体育大）

(3)瀧 本

(4)三 原

光受容系としてのチトクロム酸化酵素

敦（京大・農）

光周性反応に関与する光受容体の研究

等・久 保 浩 義（京大・農）

菌類における光屈性反応の発現機構に関する研究

(5)真 鍋 勝 司（横浜市立大・文理）

フィトクロムの膜結合現象の速度論的解析

(6)菅 井 道 三・富 沢 健 一 （富山大・理）

シダ胞子発芽を抑制する紫外， 近紫外及び青色光の作用スペクトルの測定

(7)鈴 木 隆（山形大 ・ 育） •藤 伊 正•宮 崎 厚（筑波大）

トウモロコ 、ンの根における光依存重力屈性の光受容系の解析

(8)井 上 康 則（東大・理）

Gelasinospora reticulisporaの子実体形成に対する紫外線の誘導効果と阻害効果

の分離

39 



(9)橋 本 徹（理化学研） ・ 八ツ橋 寛 子（都立大・理）

ホウキモロコシ第 一節間の紫外光誘導アントシアン形成 一ー 紫外光受容体p290

とフィトクロムとの協同作用

(10)門 田 明 雄・和 田 正 三（都立大 ・ 理）

ホウライシダ原糸体における葉緑体光運動に対する青色偏光， 近紫外偏光の効

果

(11)和 田 正 三 ・ 門 田 明 雄・ 八ツ橋 寛 子（都立大 ・ 理）

ホウライ、ンダ原糸体における光依存葉緑体運動の作用スペクトル

(12)田 沢 仁・新 免 輝 男・三 村 徹 郎（東大・理）

植物細胞の光電位反応に関与する光吸収色素の同定 一ー作用スペクトルの決定

(13)古 谷 雅 樹（基生研） • Y. M. Kwon（ソウル国立大）

光周的花芽分化誘導における主明期の光化学反応系の解析

(14)藤 田 善 彦 ・ 三 室 守（基生研） ・ 大 城 香（東大•海洋研）

E. Gantt（スミソニアンRBL研）

ラン藻フィコビリン色素系の光調節とフィコビリゾ ー ム構造解析

(15)江 口 英 輔（横浜市立大・文理） • V. B. Meyer-Rochow（ワイカタ大）

甲殻類複眼に対する単色光照射の効果

(16)三 村 珪 ー・ 谷 村 禎 ー（基生研）

ハエ光受容細胞における情報変換の分子機構

(17) 長谷川 元 治・斉 藤 光 代（東邦大・医）

組織カルシウム析出及び組織化学的定量法に関する研究

(18)岡 本 紀 久（名古屋保健衛生大・衛生）
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紫外線照射によるゴキプリ卵鞘形成阻害効果に関する紫外線感受部位および刺

激伝達経路の解析





｀構研 究 系 l
藤田 善彦 研究主幹（事務取扱）

感覚情報処理研究部門

中 研ー 教 授

安井 湘三 助教授

酒井 廣子 助 手

樋田 栄揮 助 手

細川 浩 特定領域奨励研究員

横山 清子 大学院受託学生

川崎 雅司 大学院受託学生

D, R. Copenhagen外国人研究員

計時機構研究部門

中島 秀明 助教授

近藤 孝男 助 手

情報制御研究部門（客員研究部門）

古谷 雅樹 教 授（東大理）

三好 泰博 助教授（東大理）

山本興太朗 助 手

徳富 哲 助 手

佐治 光 大学院受託学生

長谷あきら 大学院受託学生

安部 弘 大学院受託学生

行動制御研究部門（客員研究部門）

三村 珪一 教 授（長崎大教養）

下澤 楯夫 助教授（北大理）

谷村 禎 一 助 手

佐藤三香子 大学院受託学生

木村 賢一 大学院受託学生

I培養育成研究施設I

中 研一 施設長（併）

細胞器官培養室

浜田 義雄 助 手
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大型スペクトログラフ室

渡辺 正勝 助 手

I アイソト ー プ実験施設7
鈴木 義昭 施設長（併）

蓮沼 仰嗣 助教授

I 技 術 課］

本多 八郎 課 長

細胞生物学研究系技術係

河野 重行 技 官

中村 宗一 技 官

村上 明男 技 官

発生生物学研究系技術係

瀧谷 重治 技 官

近藤 尚代 技 官

足立 伸次 技 官

足立 里子 技 官

制御機構研究系技術係

藤村 洋子 技 官

日高 聡 技 官

那須 昌啓 技 官

培養育成技術係

安藤祐一郎 技 官

久保田 守 技 官

アイソト ー プ実験技術係

古川 和彦 技 官

篠原 恭恵 技 官

分析技術係

服部 宏之 係 長

梶浦 弘子 技 官

小島 久 技 官



岡崎国立共同研究機構共通施設

情報図書館

情報図書館は機構の共通施設であり， 3研究所の受人文献資料等をーケ所に集めて整理・保存し

機構の職員， 共同利用研究者等の利用に供している。

〈主な機能等〉

① ライプラリ ー カ ー ドにより24時間利用可能。

② 情報図書館専用電子計算機HITAC L-330と分子科学研究所電子計算機センタ ー のHITAC

M-200Hの接続による図書資料の貸出・返却・予約・問い合わせ等の処理，書誌情報のオンライ

ン検索サ ー ビス及び公衆回線による文献検索サ ー ビス（東京大学大型計算機センタ ー ． 日本科

学技術情報センタ ー ）等。

電子計算機センタ ー 管理棟

共同利用研究者宿泊施設

図書館 （内 部）

共同利用研究者等の宿泊に供するため， 3研究所の共通施設として宿泊施設「三島ロッジ」 〔個

室27. 特別個室3， 家族室6戸〕及び「山手ロッジ」 〔個室1L特別個室4. 家族室 2〕かあり，

共同利用研究者をはじめ外国人研究員等に利用されている。

/t 

／／づ＼

-­
． 

山手ロッジ 三島ロッジ

43 










